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全
建
愛
知
新
五
ヵ
年
計
画
最

終
年
／
一
万
三
千
人
を
目
指
す

秋
の
組
織
拡
大
強
化
月
間
の
幕

が
開
け
ま
し
た
。

　
建
設
業
を
取
り
巻
く
状
況
は

依
然
厳
し
い
も
の
の
、
今
年
春

の
強
化
月
間
（

五
～
七
月
）
で
は

五
十
六
人
の
増
加
と
い
う
結
果

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
結
果
は
皆
様
の
ご
協

力
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
組
織
拡
大
は
、
私
た
ち
が
向

き
合
う
べ
き
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
第
一
歩
で
す
。
多
く
の

人
が
集
ま
る
こ
と
で
様
々
な
意

見
や
発
想
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
仕
事
や
生
活
に
活
か
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。
一
定
の
制
約

は
あ
り
ま
す
が
、
支
部
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
「
や
り

た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
も
仲
間

が
多
け
れ
ば
実
現
し
や
す
い
で

し
ょ
う
。
建
築
業
界
の
仲
間
で

集
ま
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

を
実
現
す
る
。
そ
の
た
め
の
組

織
拡
大
だ
と
ご
理
解
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
期
は
、
五
ヵ
年
計
画
の
締

め
く
く
り
と
な
る
強
化
月
間
で

す
。
ぜ
ひ
、
未
加
入
の
方
に
積

極
的
に
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま

す
。
皆
様
の
日
頃
の
ご
協
力
に

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
目
標
達
成
へ
向
け
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組合員宅を訪問し、熱心に組合説明をする役員（右）

な
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。

　
二
〇
一
〇
年
の
国
勢
調
査
と

経
済
セ
ン
サ
ス
（
旧
事
業
所
統

計
調
査
）
の
結
果
に
よ
り
ま
す

と
、
建
設
産
業
の
労
働
環
境
の

悪
化
、
先
の
見
通
し
な
ど
か
ら
、

若
年
者
の
建
設
業
へ
の
入
職
が

少
な
い
現
状
を
反
映
し
て
い
ま

す
。
　
こ
の
よ
う
に
建
設
産
業
の
疲

弊
は
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
影
響
を
如
実
に
表
し
て
い

る
状
況
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、

二
〇
一
二
年
度
は
健
康
保
険

（
中
建
国
保
）
の
資
格
確
認
調

査
の
影
響
も
あ
り
、
組
合
脱
退

が
増
加
し
ま
し
た
。
　

　
今
こ
そ
、
組
織
拡
大
が
重
要

な
時
な
の
で
す
。
私
た
ち
は
、こ

う
し
た
苦
し
い
情
勢
の
時
だ
か

ら
こ
そ
、
仲
間
同
士
の
つ
な
が

り
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
情
勢
を
打
開
し
、
諸
要

求
を
実
現
す
る
た
め
に
も
「
全

組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
組
織

の
回
復
、
そ
し
て
一
万
三
千
人

の
組
合
」の
実
現
を
目
指
し
、
組

織
拡
大
行
動
に
励
み
ま
し
ょ

う
。

メ
デ
ィ
ア
の
力

　
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
は
（
Ｃ
Ｂ
Ｃ
ラ

ジ
オ
・
東
海
ラ
ジ
オ
・
Ｆ
Ｍ
 Ａ

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
・
Ｚ
Ｉ
Ｐ
 Ｆ
Ｍ
）
、

組
織
拡
大
行
動
と
は

　
組
合
員
を
増
や
す
こ
と
は
、

私
た
ち
の
諸
要
求
が
国
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
た
め
に
も
必
要
不

可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
最
も
大

切
な
運
動
で
す
。

　
「
数
は
力
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
力
は
弱
く
、
小
さ
な
存
在

で
あ
り
ま
す
が
、
団
結
し
て
大

き
な
組
織
と
な
れ
ば
、
必
ず
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
一
人
の
組
合
員
が
、
一
人
の

未
加
入
者
を
紹
介
で
き
る
よ
う

組
織
拡
大
行
動
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

一
万
三
千
人
の
組
合

　
全
国
の
仲
間
、
全
建
総
連
組

織
人
員
は
六
十
一
万
六
百
七
十

二
人
（
二
〇
一
三
年
六
月
末
現

在
）
と
な
り
、
一
年
間
で
九
千

五
百
三
十
九
人
が
脱
退
し
大
幅

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

　
全
建
総
連
は
七
月
二
十
六
日

（
金
）
、
衆
議
院
議
員
会
館
内
で

「
予
算
要
求
中
央
行
動
」
を
実

施
し
、
四
十
八
県
連
・
組
合
か

ら
百
八
十
九
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
全
建

総
連
巻
田
中
央
執
行
委
員
長
は

「
日
建
連
が
会
員
各
社
や
下
請

企
業
に
賃
上
げ
要
請
を
行
い
、

国
土
交
通
省
に
よ
る
設
計
労
務

単
価
引
き
上
げ
だ
け
で
な
く
、

全
建
総
連
の
一
貫
し
た
取
り
組

み
の
成
果
で
す
。
ま
た
、
消
費

税
増
税
は
、
今
秋
に
判
断
が
さ

れ
る
。
税
率
引
き
上
げ
反
対
の

声
を
大
き
く
し
て
い
こ
う
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
勝
野
書
記
長
の
情
勢
報
告
は

「
①
先
の
参
議
院
議
員
選
挙
…

新
人
議
員
へ
の
要
請
行
動
を
強

化
す
る
」
。
「
②
予
算
要
求
の
取

り
組
み
…
建
設
国
保
へ
の
補
助

・
木
造
住
宅
振
興
策
・
人
材
確

保
対
策
な
ど
要
求
す
る
」
。
「
③

賃
金
引
上
げ
…
今
が
実
現
の
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
標
準
見
積
書
の

活
用
を
課
題
に
し
て
、
専
門
工

事
業
団
体
へ
の
要
請
を
進
め

る
」
の
三
点
を
中
心
に
述
べ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
各
省
へ
の
交
渉
と

共
に
、
地
元
国
会
議
員
へ
の
要

請
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

九
月
～
十
二
月
に
放
送
さ
れ
ま

す
。
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
多

く
の
方
々
に
全
建
愛
知
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

商
品
券
進
呈

　
組
合
で
は
、
新
加
入
者
を
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

商
品
券
（
三
千
円
分
）
を
進
呈

し
て
い
ま
す
。

主催者挨拶をする巻田中央執行委員長

　
今
年
四
月
か
ら
八
月
の
間

に
、
新
加
入
さ
れ
た
三
百
七
十

八
名
の
内
、
二
百
三
十
三
名
（
約

六
割
）
が
、
組
合
員
の
ご
紹
介

で
新
た
な
仲
間
と
な
り
ま
し

た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご

紹
介
が
、
組
合
員
増
員
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
仲
間
を
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

組織部長
 近藤 　 金作 
コンドウ キンサク

拡
大
は
問
題
解
決
の
第
一
歩

省
庁
と
地
元
議
員
へ
要
請

全建総連

予
算
要
求
中
央
行
動

私
た
ち
の
仲
間
を

私
た
ち
の
仲
間
を
増増
や
そ
や
そ
うう

組織拡大強化月間始まる

目
指
せ
！
一
万
三
千
人
の
組
合

※書記局研修旅行のため、
　9月30日（月）は、組合事
　務所をお休みさせていただ
　きます。
　通常業務は、10月1日（火）
　からになります。
　組合員の皆さん、何卒よろ
　しくお願いいたします。
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　全建愛知では、組合員サービスの一環として、
住宅エコポイントに引き続き「木材利用ポイント」
の申請窓口に加わりました。
　組合員の皆さん、ぜひ、組合窓口をご利用くだ
さい。

只只只只只只只只只只只只只只今今今今今今今今今今今今今今、、、、、、、、、、、、、、組組組組組組組組組組組組組組合合合合合合合合合合合合合合窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口でででででででででででででで受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付只今、組合窓口で受付中中中中中中中中中中中中中中中
申請窓口、新たに開設

【窓口は…】
　全建愛知本部事務所
　　名古屋市港区九番町４－１－10

【申請時間は…】
　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時

【注意】
・住宅施工業者の登録がされていない事業者は申
　請できません。
・組合窓口での申請手続きのみ対応になります。
　なお、郵送での手続きは、一切対応することが
　できませんので、悪しからずご了承ください。

【お問い合わせは…】
・木材利用ポイント制度の申請方法及び交換の詳
　細については、木材利用ポイント事務局まで。
・午前９時～午後５時（土・日・祝日含）
・℡0570－666－799　ナビダイヤル（有料）
・PHS、IP電話からは、　こちら
　℡03－6701－3270
※お間違いないようお願いいたします。
・ホームページはこちら
　http://mokuzai-points. jp/
　または、住宅対策部までご連絡ください。

ポイ
ント木材
利用
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ず
つ
日
々
の
積
み
重
ね
コ
ツ
コ

ツ
と
継
続
し
て
き
た
か
ら
で

す
」

取
り
組
み
方
法

　
瑞
穂
支
部
の
組
織
拡
大
行
動

の
方
法
は
、
特
に
変
わ
っ
た
行

動
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
年
に
二
回
、
春
と
秋
に
一
日

掛
か
り
で
五
人
の
役
員
が
車
二

台
に
分
乗
し
、
街
宣
活
動
や
建

築
現
場
を
探
し
て
は
訪
問
を
し

て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
他
の

支
部
と
変
わ
り
な
い
組
織
拡
大

行
動
の
方
法
か
と
思
い
ま
す
。

　
強
い
て
言
え
ば
、
五
人
の
役

瑞
穂
支
部
と
は

　
百
四
十
三
名
（
七
月
一
日
現

在
）
が
所
属
す
る
瑞
穂
支
部
は
、

五
人
の
役
員
を
中
心
に
、
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
支
部
会
で
は

支
部
の
運
営
に
関
す
る
熱
の
入

っ
た
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
支
部
員
数
が
少
な
く
小
さ
な

支
部
で
す
が
、
小
さ
い
な
が
ら

も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
温
か
い
支
部
で

す
。

七
回
目
の
表
彰

　
「
平
成
二
年
か
ら
、
過
去
七
回

定
期
大
会
の
際
に
表
彰
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
表
彰
を

い
た
だ
い
て
も
、
や
は
り
名
誉

あ
る
も
の
で
光
栄
に
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
粘
り
強
く
少
し

ト
と
し
て
「
中
建
国
保
の
償
還

払
い
制
度
」
を
特
に
強
調
し
て

伝
え
て
い
ま
す
。

　
第
二
に
「
傷
病
手
当
金
」
で

は
、
長
期
入
通
院
し
た
と
き
は

給
付
金
が
あ
り
、
と
て
も
心
強

い
で
す
。

　
第
三
と
し
て
「
共
済
制
度
」

は
、
本
人
死
亡
か
ら
慶
弔
金
な

ど
幅
広
い
充
実
し
た
安
心
制
度

が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

　
市
町
村
国
保
に
は
な
い
、
こ

の
三
つ
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
す
る
と
、
大
半
の
職
人

さ
ん
は
と
て
も
関
心
を
持
っ
て

く
れ
ま
す
。

　
逆
に
職
人
さ
ん
か
ら
「
も
っ

と
話
を
聞
き
た
い
」「
い
つ
か
ら

加
入
で
き
る
か
」「
妻
に
話
し
て

お
く
」
な
ど
、
質
問
さ
れ
る
ほ

ど
で
す
。

紹
介
者
と
現
場
で
再
会

　
以
前
、
建
築
現
場
で
顔
を
会

わ
す
若
い
建
築
塗
装
工
さ
ん
に

組
合
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
と
て
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
前
向
き
に
検
討
し
て
も
ら
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

員
が
日
頃
か
ら
自
分
の
仕
事
先

建
築
現
場
で
声
掛
け
を
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
そ
の
建
築
現
場

に
出
入
り
す
る
職
人
さ
ん
や
業

者
さ
ん
に
積
極
的
に
話
し
掛
け

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
年
中

組
織
拡
大
行
動
日
で
す
。

償
還
払
い
制
度
・
共
済
制
度

　
ま
ず
、
休
憩
時
間
（
十
時
・
昼
・

三
時
）
に
、
組
合
の
拡
大
グ
ッ

ズ
と
し
て
タ
オ
ル
・
サ
イ
ン
ペ

ン
な
ど
を
先
に
渡
し
な
が
ら
、

そ
の
後
、
組
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
出
し
、
世
間
話
を
す
る
よ
う

に
、
第
一
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

      建
築
現
場
で
未
加
入
者
の
職
人
さ
ん
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
  組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
す
る
戸
ヶ
里
支
部
長
（
左
）　
　

瑞穂支部長
 戸ヶ里  勝義 
トガリ カツノリ

　
六
月
十
六
日
（
日
）
、
全
建
愛
知
第
四
十
一
回
定
期
大
会
の
場
で
、
組
織
拡
大
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
組
織
拡
大
に
貢
献
し
た
五
支
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
秋
の
組
織
拡
大
強
化
月
間
に
向
け
、
団
体
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
、
瑞
穂
支
部
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
ど
の
よ
う
な
組
織
拡
大
行
動
を
行
っ
た
の
か
瑞
穂
支
部
長
／
戸
ヶ
里
勝
義
さ

ん
（
大
工
・
六
十
八
歳
）
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
支
部
の
組
織
拡
大

行
動
で
建
築
現
場
廻
り
を
し
て

い
た
ら
、
偶
然
そ
の
若
い
建
築

塗
装
工
さ
ん
と
数
ヵ
月
ぶ
り
に

再
会
し
ま
し
た
。

　
会
う
な
り
、「
全
建
愛
知
入
っ

た
よ
」
と
、
言
っ
て
も
ら
え
た

時
は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
ね
。
何
で
も
な
い
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
同
じ

建
築
現
場
で
出
入
り
し
て
い
る

若
い
職
人
さ
ん
に
声
を
掛
け
、

自
信
を
も
っ
て
組
合
を
紹
介
し

て
加
入
に
至
っ
た
と
言
う
こ
と

は
格
別
に
嬉
し
く
、
次
の
励
み

に
も
な
り
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
今
を
満
足
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
立
ち
止
ま
っ
て
も
い
け
ま

せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
通
過
地
点

で
す
か
ら
、
常
に
行
動
あ
る
の

み
。
組
織
拡
大
行
動
は
、
終
わ

り
の
な
い
行
動
で
す
か
ら
…
。

　
今
後
も
、
地
道
に
粘
り
強
く

建
築
現
場
で
出
会
う
職
人
さ
ん

に
声
を
掛
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

渡
し
て
い
き
ま
す
。

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

【健康保険（中建国保）】
　所得に関係なく割安な保険料で、病気
などで入院したときは６日目より傷病手
当金が支給されます。「契約健診機関」・
「集団健診」、「アスベスト検診」が受け
られます。健康維持増進のため、指定保
養施設利用の補助もあります。

【労災保険】
　厚生労働省の認可を受けて労働保険事
務組合をつくり、事務代行をしています。
仕事上のケガは労災保険で。治療費は全
額無料。休業補償は休業４日目から１日
につき給付基礎日額（平均賃金）の８割支給。

【組合共済】
　組合員全員加入の共済制度です。掛金
は、組合費に含まれ、死傷病に関する
「入院通院給付」・「死亡弔慰金」・「住宅
災害見舞金」・「結婚祝金」・「出産祝金」・
「小中学校入学祝金」・「敬老祝金」など
の給付があります。

【各種共済・保険】
　「がん保険」・「介護保険」、「火災共済」
・「交通災害共済」・「自然災害共済」な
ど各種の共済・保険を取扱うと同時に、
「結婚式」も「お葬式」も割引や特典を
受けられるよう、提携式場があります。

【記帳指導】
　組合員の事業の記帳や、所得税（白色・
青色）の申告の計算を手助けする活動を
行っています。また消費税の申告は、テ
ィグレ名古屋と業務提携をしています。

【特別割引券配布】
　「ナガシマジャンボ海水プール（７月～
９月）」、「ラグーナ蒲郡（通年）」の特別
割引券を配布しています。また、「猿投温
泉金泉閣」も割安でご利用いただけます。

【技術・技能・資格の取得】
　建設業を５年以上（７年以上）自営し
ていて、一定の資格を持つ人または、10
年以上の実務経験のある人は、建設業許
可（県知事許可）を取得できます。建設
業許可申請手続きのお手伝いをしていま
す。また、各種作業主任者、建築士など
資格に関する情報提供をしています。

【支部レク開催】
　組合員同士の親睦を深めるため、各支
部「潮干狩り」・「ボウリング大会」など
行い家族ぐるみで楽しく過ごしています。

組合には、たくさんのメリットがあります
― 皆さん、活用しよう ―
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― 今こそ仲間と力を合わせよう ―  

組織拡大強化月間
９月～11月
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八
月
四
日
（
日
）
東
海
地

協
青
協
／
統
一
組
織
拡
大
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
昨
年
四
月
に
開
催
さ
れ

た
東
海
地
協
青
協
会
議
の
中

で
、
各
組
合
の
拡
大
行
動
を

学
ぶ
た
め
に
、
一
昨
年
か
ら

三
年
か
け
て
、
各
組
合
間
で

若
干
名
の
幹
事
を
派
遣
す
る

こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
青
年
部
幹
事
九

名
に
岐
阜
建
労
か
ら
お
越
し
い

た
だ
い
た
堀
部
全
国
青
協
幹
事

を
加
え
た
十
名
、
近
藤
組
織
部

長
、
書
記
局
三
名
の
合
計
十
四

名
は
、
朝
九
時
に
レ
ン
タ
カ
ー

に
乗
り
、
「
東
海
市
・
大
府
市
」
、

「
東
海
市
」
、
「
半
田
市
・
武
豊

町
」
、
「
東
浦
町
」
、
「
知
多
市
・

阿
久
比
町
」
の
五
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
行
動
内
容
と
し
て
は
、
四
十

歳
以
下
の
組
合
員
宅
を
訪
問

し
、
組
合
や
青
年
部
の
活
動
を

説
明
し
、
支
部
や
青
年
部
行
事

へ
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

お
願
い
や
、
周
り
に
組
合
未
加

入
の
職
人
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
是
非
紹
介
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、

道
中
に
作
業
を
し
て
い
る
現
場

が
あ
れ
ば
立
ち
寄
り
声
を
か

け
、
組
合
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

　
愛
知
県
で
の
拡
大
行
動
は
午

後
四
時
に
全
員
が
組
合
へ
戻
り

終
了
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
建
労
青
年
部
の
活
動
に

参
加
し
た
全
建
愛
知
青
年
部
幹

事
二
名
は
、
多
治
見
市
内
の
小

学
校
で
開
催
さ
れ
た
親
子
木
工

教
室
で
約
三
十
組
の
親
子
と
一

緒
に
フ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
作
成

し
、
組
合
の
知
名
度
を
高
め
ま

し
た
。

　
今
回
も
他
組
合
の
青
年
部
と

の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た

り
、
各
組
合
の
拡
大
行
動
を
学

ぶ
こ
と
も
で
き
、
初
め
て
青
年

部
の
拡
大
行
動
に
参
加
す
る
幹

事
は
、
拡
大
行
動
を
通
じ
て
お

互
い
を
知
る
こ
と
も
で
き
た
り

と
、
有
意
義
な
内
容
の
活
動
と

な
り
ま
し
た
。

拡
大
行
動
を
通
じ
て

東
海
地
協
／
青
協
統
一
組
織
拡
大
行
動

東海地協

仲
間
同
士
知
る
こ
と
が
で
き
た
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  健
康
診
断
の

健
康
診
断
の
            

受
診
資
格

               受
診
資
格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
希
望
す
る
場

合
は
、
実
費
負
担
（
一
万
円
）

で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
及
び
組
合
員
外
は
受
診
で
き

　
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
（
市
町
村
・
協
会
け
ん

ぽ
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
中
建
国
保

未
加
入
の
組
合
員
や
組
合
員

外
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
加
入
を
お
薦
め
し
ま

す
。

　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
六
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
前
年
度
は
、
五
十
％
を

超
え
る
受
診
率
で
し
た
。

　
目
標
が
達
成
で
き
な
い
場

合
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
減
額

さ
れ
、
来
年
度
以
降
の
保
険
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
引
き
上
げ
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
必
ず

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
組
合
の
健
康
診
断

組
合
の
健
康
診
断
　
　

メ
リ
ッ

　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
トト

①
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

　
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

　
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

　
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ
た

　
健
診
項
目
を
実
費
負
担
な
し

　
で
受
診
で
き
ま
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

①
契
約
健
診

①
契
約
健
診
機機
関関

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

③③
  ①
②
以

①
②
以
外外
でで

　
  受
診
す
る
場

受
診
す
る
場
合合

　
私
た
ち
建
設
職
人
は
体
が
資
本
で
す
。
健
康
管
理
の
第
一
歩
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
ご
自
分
の
大
切
な
お
体
で
す
。
ど
う
か
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、
年

に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
覚
症
状
・

既
往
歴
・

生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

　
Ｔ
・
γ
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査
　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力
・
聴
力
・
心
電
図

　
・
血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
 b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

適
用
除
外
の

　
適
用
除
外
の
　
　
　
　

従
業
員
に
つ
い

　
　
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
一
万
円
を
支
払
い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
法
人

　
の
事
業
所
、
ま
た
は
五
人
以

　
上
の
従
業
員
が
い
る
個
人
事

　
業
所
で
健
保
適
用
除
外
手
続

　
き
を
し
て
い
る
事
業
所

健
診
方

健
診
方
法法

　
上
記
①
契
約
健
診
機
関
一
覧

表
よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択
し
、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員

　
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ

　
い
。
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓

　
口
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
呈

　
示
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

　
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

②②
集
団
健
康
診

集
団
健
康
診
断断

予
約
不

予
約
不
要要

　
に
受
診
で
き
ま
す
。

　
上
記
②
集
団
健
康
診
断
日
程

表
よ
り
、
所
属
支
部
に
関
わ
ら

ず
、
ど
こ
の
健
診
会
場
で
も
受

診
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
会
場
に
よ
っ
て
は
、
た
い
へ

　
ん
混
雑
す
る
た
め
、
お
待
ち

　
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　　
①
契
約
健
診
機
関
②
集
団
健

康
診
断
以
外
で
、
受
診
を
希
望

す
る
場
合
、
中
建
国
保
の
規
定

の
条
件
（
受
診
者
資
格
・
健
診

項
目
）
を
満
た
し
て
い
な
い
と

補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
、
健
診
を
受

け
る
前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

①　契約健診機関一覧表
予約受付時間電話番号所在地契約健診機関名

月～金曜日8:50～17:00

　  土曜日8:50～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック
名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
KDX名古屋駅前ビル12Fテルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック
月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-59-7171蒲郡市海陽町2-2オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　   土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
 　  土曜日8:30～11:000120-489-545岡崎市針崎町字春咲1-3岡崎市医師会はるさき健診センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

火曜日～土曜日
8:30～16:00052-737-6500名古屋市中区栄2-1-1

日土地名古屋ビル３Ｆ
エルズメディケア名古屋

（女性専用）

月曜日～土曜日
8:30～17:000586-63-3200一宮市小信中島字郷中104泰玄会西病院

月～金曜日8:00～18:00
       土曜日8:00～17:000562-93-8222豊明市沓掛町石畑180-1中京サテライトクリニック

月～金曜日11:00～17:00
      土曜日11:00～14:00052-611-8680名古屋市南区白水町8だいどうクリニック

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。
※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

※契約健診機関で受診され、アスベスト読影をご希望される方は、レントゲンフィルムを組合までご提出ください。
※オリエンタル蒲郡健診センターは、2013年4月1日より所在地及び連絡先が変更となりました。ご注意ください。

さ
い
。
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

補
助
金

補
助
金
額額

　
基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
上

限
一
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

注
意
事

注
意
事
項項

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

な
り
ま
す
。
①
・
②
・
③
及

び
巡
回
健
診
の
い
ず
れ
か
に

対
し
補
助
し
ま
す
。

・
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ

　
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・

　
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値

　
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。

　昨年度は「（財）全国保健福祉

情報システム開発協会」と業務

提携を結び、新たに健康診断（巡

回健診）を開催しました。

　今年度も、未受診の方を対象

に11月以降巡回健診を開催し

ていきます。

　対象者の方へは、案内を順次

お届けしますので、集団健診（７

月～11月で開催）に参加できな

かった方は是非ご利用ください。

　また、巡回健診開催のため、

集団健診の増開催（１～２月）

は実施しませんので、ご注意く

ださい。

今年度も開催します
11月以降、巡回健診

健
康
診
断
を
受
け
よ
う

年に１度は健診を

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

因 姻鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

　
中
建
国
保
で
は
、
震
災
・
風

水
害
・
落
雷
・
火
災
等
の
災
害

に
よ
り
、
組
合
員
の
自
宅
等
が

被
害
を
受
け
、
生
活
が
著
し
く

困
難
に
な
っ
た
時
、
三
ヵ
月
分

の
範
囲
内
で
健
康
保
険
料
を
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
さ
れ
る
額
は
、
災
害
の

被
害
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
被
害
区
分
に
よ
る
減
免
額

の
取
り
扱
い
は
、
上
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
料
の
減
免
を
受
け

る
と
き
は
、

①
保
険
料
徴
収
減
免
申
請
書

②
減
免
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類

　
（
地
方
自
治
体
か
ら
の
罹
災

　
証
明
書
・
新
聞
記
事
等
）
　
　

　
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
他
、
組
合
で
は
組
合
共

済
よ
り
住
宅
災
害
見
舞
金
の
支

給
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
合
　
健
康
保
険
・
共
済
課
の

　
　
　
中
西
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　
　
　
さ
い
。

災
害
時
に
よ
る
保
険
料
減
免
制
度

も
し
も
の
時
も
、
ご
安
心
く
だ
さ
い

中建国保

減免額被害区分

保険料３ヵ月分
全焼または

全壊及び全部冠水

保険料２ヵ月分
半焼または半壊、

床上1ｍ以上の冠水

保険料１ヵ月分床上１ｍ未満の冠水

被害区分による減免額

集団健康診断の様子

会場所在地会場名受付時間曜日月

名古屋市緑区※ 鳴海商工会館9:30～11:30日１

９

一宮市一宮木曽川体育館

9:30～11:30日８ 北名古屋市北名古屋市文化勤労会館

尾張旭市スカイワードあさひ

瀬戸市瀬戸健康管理センタ―

9:30～11:30日22 名古屋市港区全建愛知会館

名古屋市中村区笈瀬中学校

春日井市※ 春日井市総合福祉センター
9:30～11:30日13

10

日進市日進市民会館　

小牧市小牧市北里市民センター

9:30～11:30日20 豊田市高橋コミュニティセンター

瀬戸市瀬戸健康管理センタ―

尾張旭市スカイワードあさひ9:30～11:30日27

瀬戸市瀬戸健康管理センタ―9:30～11:30日10

11 名古屋市港区全建愛知会館
9:30～11:30日17

北名古屋市北名古屋市文化勤労会館

②　集団健康診断日程表

※「鳴海商工会館」「春日井市総合福祉センター」は、今年度初めて使
用する会場です。お間違えのないよう、ご注意ください。
※集団健康診断を受診される方は、必ず会場へ「健康保険証」をご持
　参ください。また、事前予約の必要はございません。
※受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑する場合があります。
　所属支部に関わらず、どこの健診会場でも受診していただけます。
※今月号以降のキャロット、組合ＨＰをご確認の上、ご利用ください。
※今年度の集団健診の開催は以上となります。
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八
月
八
日
（
木
）
、
長
崎
の

建
設
労
働
者
職
人
原
爆
殉
難
者

慰
霊
不
戦
平
和
の
塔
前
で
の
慰

霊
祭
及
び
全
建
総
連
第
二
十
七

回
原
水
爆
禁
止
建
設
労
働
者
・

職
人
の
つ
ど
い
に
、
三
千
羽
の

千
羽
鶴
の
献
納
と
献
水
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
八
月
五
日
（
月
）

広
島
で
の
慰
霊
祭
に
も
三
千
羽

の
千
羽
鶴
の
献
納
と
献
水
を
し

ま
し
た
。

　
主
婦
の
会
の
皆
さ
ん
・
組
合

員
の
奥
さ
ん
・
組
合
員
さ
ん
他
、

多
く
の
方
々
か
ら
折
鶴
作
成
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
四
月
十
六
日
（
火
）
と
七
月

　
今
年
も
、
大
好
評
の
「
ナ
ガ

シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
特
別
割
引

券
」
と
、
「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ

グ
ナ
シ
ア
特
別
割
引
券
」
を
配

布
し
ま
す
。

　
こ
の
夏
は
、
お
得
な
特
別
割

引
券
を
使
っ
て
湯
あ
み
の
島

や
、
遊
園
地
・
プ
ー
ル
へ
出
か

け
る
の
も
よ
し
。

　
ま
た
、
海
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ

ア
」
で
遊
ぶ
も
よ
し
、
今
年
の

夏
も
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
。

★
ナ
ガ
シ
マ
の
ご
利
用
方
法

①
組
合
へ
お
電
話
ま
た
は
胃

　
で
、
必
要
枚
数
を
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
（
組
合
の
各
事
務
所

　
へ
、
直
接
取
り
に
来
て
い
た

　
だ
い
て
も
Ｏ
Ｋ
）
。

※
注
意

・
胃
申
込
み
の
場
合
、
必
ず
大

人
・
小
学
生
・
幼
児
が
何
枚

　
必
要
か
わ
か
る
よ
う
に
記
入

　
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
特

　
補
助
の
対
象
者
は
、
保
養
施

設
に
宿
泊
し
た
日
に
お
い
て
、

中
建
国
保
の
被
保
険
者
資
格
が

あ
れ
ば
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
（
但
し
、
宿
泊
料
金
が
無

料
の
場
合
は
補
助
の
対
象
者
か

ら
除
き
ま
す
）

　
補
助
金
は
、
一
人
当
た
り
三

千
円
。
年
度
内
一
回
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。（
平
成
二
十
五
年

四
月
一
日
～
平
成
二
十
六
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
宿
泊
に
適

用
）

ご
利
用
方
法
は
…

①
施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
、
 

　
ご
希
望
の
施
設
に
直
接
お
申

　
込
み
く
だ
さ
い
。

※
保
養
施
設
は
、「
中
建
国
保
の

　
便
利
帳
／
平
成
二
十
五
年
度

　
版
」
に
一
覧
掲
載
。

②
便
利
帳
の
「
保
養
施
設
利
用
 

　
者
補
助
金
申
請
書
」
に
フ
ロ

　
ン
ト
で
宿
泊
証
明
を
も
ら
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

③
「
申
請
書
」
を
組
合
へ
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
は
申
請
月
の
翌
月
末

　
に
労
金
口
座
に
振
込
ま
す
。

※
複
数
の
世
帯
で
一
緒
に
利
用

　
さ
れ
る
場
合
、
申
請
書
は
一

　
世
帯
ご
と
に
必
要
で
す
。

※
宿
泊
証
明
が
受
け
ら
れ
な
か

　
っ
た
と
き
は
領
収
証
を
添
付

　
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
　
健
康
保
険
・
共
済
課
ま

　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
養
施
設
の
利
用
で
補
助
金
支
給

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
余
暇
を

中建国保

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

熱
心
に
作
業
す
る
主
婦
の
会
幹
事

別
割
引
券
の
お
申
込
み
枚
数

は
、
最
大
で
組
合
員
と
そ
の

同
居
の
家
族
の
人
数
分
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
割
引

券
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。

②
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
枚
数
を

　
組
合
よ
り
発
送
し
ま
す
。

主婦の会

「
世
界
平
和
」
を
願
う

六
千
羽
の
折
鶴
を
献
納

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
中

で
、
個
人
事
業
所
か
ら
新
た
に

法
人
事
業
所
を
設
立
さ
れ
た
際

は
、
健
康
保
険
適
用
除
外
の
手

続
き
を
行
い
、
今
ま
で
加
入
さ

れ
て
い
た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
期
間
は
法
人
設
立
日

か
ら
原
則
五
日
以
内
と
な
り
、

た
い
へ
ん
短
期
間
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
原
則
五
日
以
内
の
手

続
き
日
数
を
超
え
る
と
、
中
建

国
保
の
資
格
を
失
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
法
人
設
立
の
予

定
が
あ
る
方
は
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
法
人
事
業
所
で
従
業

員
を
新
た
に
雇
う
場
合
も
雇
用

日
か
ら
原
則
五
日
以
内
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
但
し
、
年
金
事
務
所
が
「
や

む
を
得
な
い
と
認
め
た
場
合
」

に
限
り
、
原
則
五
日
以
内
の
手

続
き
日
数
を
超
え
て
も
事
実
の

発
生
し
た
日
に
遡
及
し
て
承
認

し
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
、
理
由
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
「
や
む
を
得
な
い
と
認
め
た

場
合
」
と
は
、
天
災
地
変
、
交
通
・

通
信
関
係
の
事
故
や
ス
ト
等
に

よ
り
適
用
除
外
の
申
請
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
、
法
人

登
記
の
手
続
き
に
日
数
を
要
す

る
場
合
な
ど
。

　
中
建
国
保
の
健
全
な
運
営
の

た
め
、
職
種
の
変
更
・
組
織
変

更
（
個
人
か
ら
法
人
）・
転
業
・

廃
業
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速

や
か
に
組
合
の
健
康
保
険
・
共

済
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

十
七
日
（
水
）
の
両
日
、

全
建
愛
知
会
館
に
て
主

婦
の
会
幹
事
の
皆
さ
ん

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
折

鶴
の
つ
な
ぎ
作
業
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
今
後
も
全
建
愛
知
は

全
建
総
連
と
歩
調
を
合

献
納
す
る
六
千
羽
の
千
羽
鶴

平
成
二
十
五
年
度
中
建
国
保
の
便
利
帳

お
得
な
保
養
施
設

　
中
建
国
保
で
は
、
被
保
険
者

の
健
康
を
願
い
、
保
健
事
業
と

し
て
保
養
施
設
の
利
用
に
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
余
暇
を
利
用
し
て
、
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

お得な特別割引券配布中
共済福祉部

ナガシマスパーランド・

ラグーナ蒲郡ラグナシア

※スパーランド・パスポート・ジャンボ海水プール・ワイドパスポート入場券に
　て入園後、　「湯あみの島」利用の場合は、別途料金が必要。
※上記料金は全て消費税込みです。利用券は団体でのご利用はできません。
※スパーランド入場券は、遊園地の入場のみ。（ジャンボ海水プール・湯あみの島入館不可）
※パスポートは、遊園地の入場及び乗り物乗り放題。（ジャンボ海水プール・湯あみの島入館不可）
※ジャンボ海水プール入場券は、ジャンボ海水プール・遊園地の入場可。（湯あみの島入館不可）
※ワイドパスポートは、ジャンボ海水プール・遊園地の入場及び乗り物乗り放題。（湯あみの島入館不可）
※湯あみの島入館券は、遊園地入場可。（ジャンボ海水プール入場不可）
※ジャンボ海水プール内に、サンシェードの持ち込みはできません。
※名古屋アンパンマンこどもミュージアム＆パークは入場料金が別途必要。

特別価格一般価格種目
1,000円1,600円スパーランド入場券

大人

（中学生以上）

3,200円4,100円パスポート
2,400円3,200円ジャンボ海水プール入場券
4,600円5,500円ワイドパスポート
1,400円2,100円湯あみの島入館券
500円1,000円スパーランド入場券

小学生
2,400円3,300円パスポート
1,700円2,400円ジャンボ海水プール入場券
3,400円4,200円ワイドパスポート
　800円1,300円湯あみの島入館券
100円500円スパーランド入場券

幼児

（2歳以上）

1,300円2,000円パスポート
900円1,400円ジャンボ海水プール入場券
1,900円2,500円ワイドパスポート
300円700円湯あみの島入館券

ナガシマスパーランド・湯あみの島ご利用金額表

③
特
別
割
引
券
と
利
用
料
金
を

　
入
園
券
売
り
場
窓
口
へ
お
出

　
し
く
だ
さ
い
。

★
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の
ご
利
用
方
法

　
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

　
特
別
割
引
券
は
、
六
月
号
・

　
七
月
号
へ
掲
載
の
施
設
利
用

　
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
コ

　
ピ
ー
不
可
。
同
居
の
家
族
が

　
五
名
以
上
で
不
足
の
際
は
、

　
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　組合事務所では、５月９日

より10月31日まで、男子書

記局員を対象に「ノーネクタ

イ」を推進いたします。

　組合員の皆さん、組合事

務所等へご来局の際は、よ

ろしくお願いいたします。

ノーネクタイ推進
　今月の組合費等の自動引落日

は27日（金）です。26日（木）

までに、預金残高をご確認くだ

さい。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

　工事代金の不払いや、土地

・家屋の紛争、生活上の悩み

など、困ったときには組合の

顧問弁護士をご紹介いたし

ます。初回相談料は、組合が

負担しています。お問合せは

組合までご連絡ください。

顧問弁護士を紹介します
　組合から、毎月キャロット

等の郵便物を送っています。

　しかし、お引越しや区画整

理等で住所が変更された場

合、組合からの郵便物が届か

ず、戻ってきています。

　住所変更の際は、速やかに

組合までご連絡ください。

住所変更の届出を 気
の
ゆ
る
み

心
の
ゆ
る
み
が

事
故
の

事
故
の
元元

労
働
対
策

労
働
対
策
部部

◎８月1日現在の組織人員は

　10,590名です。

◎組合員の皆さんの建設現

　場で、未加入者の方がみえ

　ましたら、ぜひ組合へご紹

　介ください。組織拡大行動

　にご協力お願いします。

お知らせ

★
利
用
期
間
と
料
金

【
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
】

　
六
月
二
十
九
日
～
九
月
二
十

　
三
日
迄
。
料
金
は
上
表
に
て
。

【
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア
】

　
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一

　
日
ま
で
有
効
。
各
チ
ケ
ッ
ト

　
が
五
％
割
引
に
な
り
ま
す
。

★
問
合
　

　
共
済
福
祉
部
の
三
好
ま
で
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

わ
せ
、
全
国
の
仲
間
と
と
も
に
、

平
和
憲
法
の
理
念
を
実
現
し
て

い
き
、
平
和
へ
の
想
い
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な

い
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

中建国保からのお知らせ
健全な運営のため

関
陥

貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫
貫

　労災保険に特別加入する場合、加入
者本人が「給付基礎日額」を選択し、
それに所定の保険料率をかけて算定さ
れた保険料を支払うことになっていま
す。
　全建愛知では、給付基礎日額6,000
円から20,000円の間で特別加入をし
ていただいておりましたが、この度、
制度の改定が行われ、平成25年９月１
日の新規加入から、新たに22,000円、
24,000円、25,000円が選択できる
ようになります。
※既に加入されている方が給付基礎日
額の変更を希望される場合、平成26年
４月１日から新たな給付基礎日額を選
択できるようになります。年度途中で
の変更は出来ませんのでご了承くださ
い。
　詳細は、労働保険課にお問い合わせ
ください。

９月から一人親方労災保険と中小事業主等労災保険の
給付基礎日額の選択の幅が広がります

関 陥貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫
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千種支部主婦の会／

華やかな素敵な花火

　
七
月
十
三
日
（
土
）
～

十
四
日
（
日
）
、
千
種
支

部
主
婦
の
会
日
間
賀
島
花

火
大
会
へ
一
泊
旅
行
に
七

名
で
行
き
ま
し
た
。

　
今
池
駅
に
午
前
十
時
集

合
。
名
古
屋
駅
か
ら
名
鉄

電
車
で
河
和
港
へ
、
船
に

乗
り
日
間
賀
島
に
上
陸
。

　
民
宿
「
ひ
か
り
」
の
ご

主
人
に
迎
え
て
い
た
だ
き

宿
に
到
着
。
一
休
み
の
後
、

夕
食
。
島
名
物
の
蛸
を
始

め
海
の
幸
の
御
馳
走
を
た

っ
ぷ
り
戴
き
、
海
辺
へ
車

で
送
っ
て
も
ら
い
日
間
賀

島
ぎ
お
ん
祭
り
「
ほ
う
ろ

く
流
し
、
花
火
大
会
」
へ
。

　
賑
や
か
な
太
鼓
の
音
を

聞
き
な
が
ら
海
を
眺
め
て

お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
太
鼓
の
音
が
止

ん
で
砂
浜
へ
向
う

と
「
ド
ー
ン
」
と
、

音
が
響
き
大
き
な

花
火
が
上
が
り
ま

し
た
。
砂
の
上
に

並
ん
で
座
り
華
や

か
な
素
敵
な
花
火

を
堪
能
し
、
宿
へ

お
風
呂
に
入
り
床

に
つ
き
ま
し
た
。

　
翌
日
は
朝
食
の
後
、
島
を
散

策
。
船
に
乗
る
前
に
昼
食
を
い

た
だ
き
大
満
足
で
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。
　
　

　
　
　
　
　
【
西
村
節
子
　
記
】

たまや～・かぎや～

豪華な海の幸

日間賀島納涼まつり

このブルーベリーにしよ

　
七
 月
十
四
 日
（
 日
）
 
海
部

支
部
は
、「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
と
い
っ
た

支
部
レ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
百
十
二
 名
は
、
滋
賀

県
に
あ
る
ロ
ー
ザ
ン
ベ
リ
ー
多

和
田
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩

り
を
し
ま
し
た
。
天
気
が
よ
く
、

皆
さ
ん
す
ご
く
汗
を
か
い
て
と

っ
て
い
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
園
内
に
あ
る
バ
ー

流しそうめんも大人気

ベ
キ
ュ
ー
場
で
、
近
く
に
あ
る

畑
ま
で
行
き
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
自
分
た
ち
で
と

っ
て
き
て
洗
っ
て
切
っ
た
も
の

を
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
も
多
く
特
別
企
画

と
し
て
、
流
し
そ
う
め
ん
を
行

い
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
夕
立
が
あ
り
雨
に

濡
れ
な
が
ら
食
べ
て
い
ま
し

た
。
　
帰
り
は
彦
根
城
に
寄
り
、
観

光
さ
れ
る
方
や
お
土
産
を
買
い

に
い
か
れ
る
方
も
見
え
ま
し

た
。
運
が
よ
く
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
ひ
こ
に
ゃ
ん
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
天
気
は
、
晴
れ
た
り
雨
が
降

っ
た
り
で
し
た
が
帰
り
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
は
、
虹
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
い
ろ
ん
な
体
験

で
き
楽
し
い
休
日
が
す
ご
せ
ま

し
た
。

　
　
　
　
【
中
橋
武
宣
通
信
員
】

大人気の流しそうめん

海部支部／

ブルーベリー狩りと
バーベキュー

　
土
用
の
丑
の
日
の
前
日
、

七
月
二
十
一
日
（
日
）
一
宮

支
部
レ
ク
「
高
山
ま
つ
り
の

森
と
飛
騨
牛
食
べ
放
題
」
の

旅
に
バ
ス
二
台
六
十
二
名
で
出

発
し
ま
し
た
。

　
途
中
、
ひ
る
が
の
高
原
Ｓ
Ａ

で
は
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
も
涼

し
げ
で
、
名
物
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
手
に
持
つ
組
合
員
さ

ん
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
予
定
よ
り
早
く
昼
食
会
場
へ

到
着
し
、
待
望
の
「
飛
騨
牛
食

べ
放
題
」
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で

一
宮
支
部
／
飛
騨
高
山
の
旅

飛騨高山の美しい町並みを散策
盛
り
上
が
り
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
一
息
つ
い
て
、
高
山
の
古

い
町
並
み
に
繰
り
出
し
ま
し

た
。
何
か
、
懐
か
し
い
風
景

で
癒
さ
れ
ま
す
。

　
造
り
酒
屋
や
味
噌
屋
で
試
飲

し
、
飛
騨
牛
コ
ロ
ッ
ケ
や
、
み

た
ら
し
団
子
を
楽
し
く
食
べ
歩

き
し
な
が
ら
カ
フ
ェ
、
雑
貨
屋

等
々
、
城
下
町
を
堪
能
す
る
事

城
下
町
を
堪
能
し
ま
し
た

しゃぶしゃぶ最高

が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
今
年
の
夏
も
、
無

事
に
皆
ん
な
で
乗
り
切
れ
そ
う

で
す
。

　
　
　
【
酒
井
八
代
己
通
信
員
】

っ
ぱ
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
途
中
、
恋
路
ヶ
浜
に
寄
り
、

砂
浜
を
散
策
し
た
り
幸
せ
の
鐘

を
鳴
ら
し
た
り
と
そ
れ
ぞ
れ
に

楽
し
ん
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
次
は
メ
イ
ン
の
メ
ロ
ン
狩
り

で
す
。
温
室
内
に
立
派
な
メ
ロ

ン
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ぶ
ら
下

が
っ
て
い
ま
す
。
大
き
く
て
重

く
網
目
が
き
れ
い
な
も
の
を
選

び
、
つ
る
を
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て

収
穫
で
す
。
そ
れ
か
ら
別
室
に

て
、
半
玉
分
の
メ
ロ
ン
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
甘
く
て

み
ず
み
ず
し
く
大
満
足
で
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
も
行
わ
れ
、
新
鮮
な
野
菜

や
果
物
を
沢
山
頂
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
【
水
谷
里
美
　
記
】

　
七
月
二
十
一
日
（
日
）
、

港
支
部
主
催
伊
良
湖
メ
ロ
ン

狩
り
と
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

に
四
十
二
名
で
行
っ
て
き
ま

恋路ヶ浜を散策

と
っ
て
も
甘
く
て
美
味
し
い
よ

し
た
。

　
お
昼
は
、
伊
良
湖
休
暇
村
に

て
バ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
名
物
の

大
あ
さ
り
や
渥
美
の
新
鮮
野
菜

を
メ
イ
ン
に
し
た
お
料
理
が
並

び
、
ど
れ
も
美
味
し
く
お
腹
い

港
支
部
／
伊
良
湖
メ
ロ
ン
狩
り
の
旅

甘
く
て
み
ず
み
ず
し
い
メ
ロ
ン

打
っ
て
く
れ
～ ３連敗にガックリ

旭瀬戸支部／

　
七
月
二
十
八
日
（
日
）
旭
瀬

戸
支
部
恒
例
の
名
古
屋
ド
ー
ム

の
巨
人
×
中
日
戦
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
中
日
二
連
敗
で
の
三
戦
目
の

観
戦
。
今
日
は
勝
つ
ぞ
、
と
皆

さ
ん
気
合
い
入
っ
て
ま
し
た
。

　
中
日
山
井
、
巨
人
菅
野
の
先

発
で
ス
タ
ー
ト
。

　
三
回
裏
ま
で
均
衡
で
し
た
が

四
回
表
巨
人
ワ
ン
ア
ウ
ト
一
・

三
塁
、
皆
さ
ん
山
井
踏
ん
張
れ

ー
の
大
声
援
で
し
た
が
、
ボ
ウ

カ
ー
の
右
犠
飛
で
一
点
先
取
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
は
、
皆
さ
ん
ガ
ッ
ク

リ
と
う
な
垂
れ
て
な
に
や
ら
ヤ

ケ
酒
模
様
で
し
た
。

　
今
日
も
負
け
か
、
い
や
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
か
の
会
話

の
中
、
試
合
は
こ
の
ま
ま
盛
り

上
が
り
無
し
で
い
つ
の
間
に
か

声
援
も
力
無
く
な
っ
て
ま
し

た
。
　
九
回
の
裏
二
ア
ウ
ト
一
・
二

塁
。
皆
さ
ん
こ
れ
で
元
気
回
復

総
立
ち
で
声
援
…
で
し
た
が
、

森
野
が
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
で
ま
た

ま
た
ガ
ッ
ク
リ
。

　
声
援
む
な
し
く
、
今
年
は
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は

負
け
試
合
で
し
た
が
来
年
は
勝

ち
試
合
。
ま
た
多
く
の
組
合
員

さ
ん
と
観
戦
し
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
【
中
井
康
二
通
信
員
】

頑
張
れ
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

プロ野球観戦（中日VS巨人）

北
支
部
／

小
雨
模
様
で
ち
ょ
っ
と
残
念

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
行
っ
て
き
ま
～
す

新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
旅

　
七
月
二
十
八
日
（
日
）
組
合

員
及
び
ご
家
族
八
十
四
名
バ
ス

三
台
に
分
乗
し
て
、
県
会
市
会

議
員
の
お
見
送
り
を
受
け
北
区

を
出
発
し
ま
し
た
。

　
途
中
事
故
渋
滞
に
遭
い
ま
し

た
が
、
短
時
間
で
通
過
で
き
ま

し
た
。
ア
ル
プ
ス
街
道
平
湯
で
、

昼
食
を
頂
き
ま
し
た
。
飛
騨
牛

陶
板
焼
き
を
、
皆
さ
ん
美
味
し

い
と
舌
鼓
を
打
っ
て
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
第

一
第
二
と
乗
り
継
ぎ
標
高
二
千

百
五
十
六
m
の
展
望
台
へ
上
が

り
ま
し
た
。

　
小
雨
模
様
で
、
視
界
が
悪
く

少
し
残
念
で
し
た
が
、
皆
さ
ん

記
念
写
真
撮
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
帰
路
ラ
ー
メ
ン
シ
ョ
ッ
プ

板
蔵
で
、
ラ
ー
メ
ン
の
試
食
を

頂
き
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
お
気
に

入
り
の
買
い
物
を
さ
れ
て
ま
し

た
。
　
バ
ス
車
内
で
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
を
や
り
た
く
さ
ん
の
景
品

で
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
帰
路
高
速
道
路
大
渋
滞
で
、

こ
れ
で
は
何
時
に
帰
れ
る
か
な

と
、
気
を
揉
み
ま
し
た
が
、
乗

務
員
さ
ん
の
機
転
で
高
速
ル
ー

ト
を
変
更
し
、
予
定
よ
り
一
時

間
遅
れ
の
八
時
に
北
区
へ
到
着

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
満
足
さ
れ
、

又
次
回
楽
し
み
に
と
挨
拶
を
交

わ
し
そ
れ
ぞ
れ
ご
自
宅
へ
と
帰

ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
西
原
進
浩
通
信
員
】

美味しい飛騨牛



白
色
・
青
色
記
帳
講
習
会

　
し
っ
か
り
記
帳
し
て
い
な
け

れ
ば
各
経
費
等
が
認
め
ら
れ

ず
、
税
務
署
に
よ
る
概
算
経
費

で
再
計
算
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
一
月
か
ら
、
所

得
三
百
万
円
以
下
の
小
零
細
な

事
業
所
に
も
記
帳
等
の
義
務
が

課
さ
れ
ま
す
。

　
組
合
で
は
、
皆
さ
ん
に
月
々

の
仕
事
の
ま
と
め
や
税
額
計
算

が
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
、
講

習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、

「
所
得
と
り
ま
と
め
帳
」
を
無

料
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　
白
色
・
青
色
記
帳
（
特
別
控

除
十
万
円
）
講
習
会
で
は
、
所

得
と
り
ま
と
め
帳
を
使
っ
た
記

帳
の
仕
方
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申

告
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
紹
介
し
ま

す
。
所
得
が
高
く
家
族
従
業
員

が
い
る
場
合
、
青
色
申
告
が
有

利
で
す
。

　
初
め
て
記
帳
を
さ
れ
る
方
や

不
慣
れ
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
十
月
三
日
（
木
）

　
白
色
／
午
前
十
時
～

　
青
色
／
午
後
一
時
三
十
分
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

青
色
申
告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円
）　

　
　
　
　
　
　
を
受
け
ら
れ
る
方

　
青
色
申
告
で
六
十
五
万
円
控

除
を
受
け
る
場
合
、
日
々
の
記

帳
を
「
複
式
簿
記
」
で
行
い
、

「
貸
借
対
照
表
」
を
作
成
し
、

添
付
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
例
年
二
月
初
め
か
ら
末
に
か

け
て
行
う
税
金
申
告
学
習
会
に

お
い
て
、
六
十
五
万
円
の
特
別

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
組
合

員
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

一
部
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い

方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
組
合
で
は
、
青
色
申

告
特
別
控
除
（
六
十
五
万
円
）

を
受
け
ら
れ
る
方
の
た
め
に
、

日
々
の
記
帳
の
仕
方
や
決
算
処

理
の
講
習
会
を
四
回
に
分
け
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ご
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
六
十
五
万
円
控
除
を

　
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

　
も
、一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

・
十
月
五
日
（
土
）

　
午
前
…
①
入
門
編
②
仕
訳
編

　
午
後
…
③
実
務
編

・
十
月
十
九
日
（
土
）
　

　
午
前
…
④
決
算
書
編

　
①
②
・
④
／
午
前
十
時
～

　
③
／
午
後
一
時
三
十
分
～
　

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

※
各
講
習
会
に
は
、
筆
記
用
具
・

　
電
卓
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合

　
税
金
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

　
全
建
愛
知
で
は
、
愛
知
県
と

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
住
宅
の
応

急
修
理
が
迅
速
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
被
災
住
宅
の
応
急
修
理

工
事
協
力
事
業
所
名
簿
を
、
毎

年
度
県
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
地
震
な
ど
の
災
害

対
策
の
た
め
、
被
災
住
宅
の
応

急
修
理
工
事
協
力
事
業
所
を
募

集
し
ま
す
。

　
登
録
す
る
と
、
経
審
に
お
い

て
総
合
評
定
値
が
二
十
二
・
五

点
加
点
さ
れ
る
た
め
、
公
共
工

事
を
請
負
う
業
者
に
は
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
　

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
工
事
協
力
事
業
所

経
審
で
の
総
合
評
定
値
「
二
十
二
・
五
点
」

加
点

　
今
年
も
次
の
日
程
で
、
後

期
技
能
検
定
が
開
催
さ
れ
ま

す
。（
平
成
二
十
五
年
度
の
後

期
技
能
検
定
は
、
九
月
に
公

示
予
定
で
す
）

■
主
な
実
施
予
定
職
種

　
建
築
大
工
・
鉄
筋
施
工
・

　
配
管
・
型
枠
施
工
な
ど
。

※
そ
の
他
の
職
種
は
組
合
ま

後
期
技
能
検

後
期
技
能
検
定定

あ
な
た
も
、
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊

　
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
受
検
資
格

◎
一
級
…
実
務
経
験
七
年
以
上

　
　
　
　
又
は
二
級
合
格
後
二

　
　
　
　
年
以
上
の
実
務
経
験

◎
二
級
…
実
務
経
験
二
年
以
上

■
受
検
手
数
料

　
実
技
…
一
万
六
千
五
百
円

　
学
科
…
三
千
百
円

■
実
技
試
験

　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
四
日
（
水
）
～

　
平
成
二
十
六
年
二
月
十
六
日
（
日
）

■
学
科
試
験

　
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
六
日
（
日
）

　
　
　
 　
 二
月
　
　
二
日
（
日
）

　
　
         二
月
　
　
五
日
（
水
）

　
　
              二
月
      九
日
（
日
）

※
学
科
試
験
は
右
記
の
い
ず
れ

　
か
一
日
。

※
実
技
試
験
の
手
数
料
は
、
受

　
検
職
種
に
よ
っ
て
若
干
異
な

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
〆
切
　
九
月
二
十
七
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
　

　
技
術
対
策
部
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

税
金
講
習
会
の
ご
案
内

節
税
の
た
め
賢
い
納
税
者
に
な
り
ま
し
ょ
う

白色・青色申告

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
事
業
所

に
は
、
今
後
作
成
予
定
の
「
全

建
愛
知
建
設
職
人
名
簿
」
に
掲

載
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
既
に
登
録
済
み
の
事
業
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
再
度
申
込
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
条
件

①
全
建
愛
知
の
組
合
員
で
あ
る

②
地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
時
、

　
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
に
協

　
力
で
き
る
事
業
所
で
あ
る

③
法
令
を
遵
守
す
る

■
登
録
す
る
と

①
県
内
各
市
町
村
に
応
急
修
理

　
事
業
所
名
簿
と
し
て
配
布

②
登
録
証
を
発
行

③
経
営
事
項
審
査
制
度
を
行
う

　
事
業
所
は
、
経
営
規
模
評
価

　
申
請
の
加
点
対
象
と
な
る
防

　
災
協
定
の
災
害
応
急
活
動
等

　
に
該
当
す
る
た
め
、
二
十
二

　
・
五
点
加
点

④
建
設
業
許
可
で
「
建
築
一
式

　
工
事
、
大
工
工
事
」
の
許
可

　
を
お
持
ち
の
事
業
所
に
つ
き

　
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
四
年

　
三
月
十
六
日
に
、
愛
知
県
と

　
全
木
協
で
締
結
し
た
「
災
害

　
時
に
お
け
る
応
急
仮
設
住
宅

　
の
建
設
に
関
す
る
協
定
」
に

　
基
づ
き
、
愛
知
県
へ
団
体
の

　
構
成
員
名
簿
と
し
て
提
出
い

　
た
し
ま
す
。

■
問
合
　
住
宅
対
策
部
ま
で
ご

　
　
　
　
連
絡
く
さ
い
。

　全建愛知の作業主任者技能講習実施団体で、
愛知労働局の登録教習機関である「特定非営利
活動法人　全愛知建設技術講習センター」では、
以下の日程で作業主任者技能講習を開催いたし
ます。
　受講をご希望の方は、ぜひ、この機会に講習
をお申し込みください（組合員外の方でも、受
講できます）。

①【型枠支保工の組立て等作業主任者技能講習／登録番号第1298号】
　日時　９月26日（木）～27日（金）
　　　　午前９時～午後５時30分
　受講資格　18才以上で、型枠支保工の組立て又は
　　　　解体に関する作業に3年以上従事した
　　　　経験者等

各種作業主任者技能講習会開催
全建愛知NPO法人主催

ぜひ、ご受講ください

※上記の講習は共通として、受講料10,000円
（テキスト・昼食代含）一部講習免除者は
8,000円。また、会場は全建愛知会館です。
※受講希望の方は、各種作業主任者技能講習開
　催の、2週間前までにお申し込みください。　
　後日、案内・申請書等をお送りいたします。
　また、受講申込者が少数の場合、開催を中止
　することもありますのでご了承ください。
※申込・問合　全建愛知NPO法人担当までご  
　　　　　　　連絡ください。

②【建築物等の鉄骨の組立て等作業主任者技能講習／登録番号第1299号】
　日時　10月29日（火）～30日（水）
　　　　午前９時～午後４時50分
　受講資格　18才以上で、鉄骨の組立て、解体又は
　　　　変更に関する作業に3年以上従事した
　　　　経験者等

③【石綿作業主任者技能講習／登録番号第1314号】
　日時　11月９日（土）～10日（日）
　　　　午前９時30分～午後５時10分
　受講資格　18才以上の方

④【木造建築物の組立て等作業主任者技能講習／登録番号第1297号】
　日時　12月14日（土）～15日（日）
　　　　午前９時～午後５時30分
　受講資格　18才以上で、木造建築物の組立て等の
　　　　作業に3年以上従事した経験者等

　
国
土
交
通
省
住
宅
局
住
宅
政

策
課
は
、
消
費
税
率
の
引
上
げ

の
場
合
に
実
施
を
予
定
し
て
い

る
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
拡
充
等

の
税
制
上
の
措
置
や
給
付
措
置

に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
な
お
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の

拡
充
と
す
ま
い
給
付
金
制
度

は
、
消
費
税
の
引
上
げ
が
行
わ

れ
た
場
合
に
実
施
し
ま
す
。
　

　
八
～
十
月
末
ま
で
、
全
国
三

百
三
十
市
町
村
で
開
催
さ
れ
、

愛
知
県
で
も
九
月
か
ら
十
月
の

間
に
七
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

事
業
者
向
け
説
明
会

■
内
容
　
住
宅
取
得
者
へ
の
的

　
確
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

　
た
だ
く
た
め
、
住
宅
ロ
ー
ン

　
減
税
の
拡
充
等
の
住
宅
関
連

　
税
制
の
概
要
に
加
え
、「
す
ま

　
い
給
付
金
」
の
具
体
的
な
内

　
容
、
給
付
要
件
及
び
申
請
方

　
法
等
に
つ
い
て
詳
細
に
解
説

　
し
た
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
説

　
明
し
ま
す
。

■
日
程
　

①
九
月
二
十
六
日
（
木
）

　
午
前
十
時
～
　

　
豊
橋
市
公
会
堂

②
九
月
二
十
六
日
（
木
）

　
午
後
一
時
～
　

　
豊
橋
市
民
プ
ラ
ザ

③
九
月
二
十
六
日
（
木
）

　
午
後
四
時
三
十
分
～
　

　
安
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

④
九
月
二
十
七
日
（
金
）

　
午
前
十
時
～
　

　
岡
崎
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

⑤
九
月
二
十
七
日
（
金
）

　
午
後
一
時
三
十
分
～
　

　
名
鉄
ト
ヨ
タ
ホ
テ
ル

⑥
十
月
七
日
（
月
）

　
午
前
十
時
三
十
分
～
　

　
東
海
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

⑦
十
月
七
日
（
月
）
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税
金
講
習
会
の
様
子

施
工
技
術
者
講
習
会

住
宅
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

開催しますh
ttp
://w

w
w
.sh
o
e
n
e
.

           o
rg
/

　
国
土
交
通
省
と
全
国
木
造
住

宅
生
産
体
制
推
進
協
議
会
（
全

国
協
議
会
）
で
は
、
二
〇
二
〇

年
度
ま
で
に
新
築
住
宅
の
省
エ

ネ
基
準
適
合
率
一
〇
〇
％
を
目

指
し
、
地
域
の
木
造
住
宅
の
施

工
を
担
う
中
小
工
務
店
の
断
熱

施
工
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
二
〇
一
二
年
度
か
ら
大
工

等
を
対
象
と
し
て
「
住
宅
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
工
技
術
講
習
会
」

を
全
国
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
者
目
標
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
三
万
人
、
五
年
間
で

二
十
万
人
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
全
国
協
議
会

の
も
と
、
愛
知
県
木
造
住
宅
生

産
体
制
強
化
地
域
協
議
会
（
地

域
協
議
会
）
が
、
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　
講
習
会
受
講
者
に
対
し
、
修

了
考
査
を
行
い
、
合
格
者
に
は

「
住
宅
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
工
技

術
者
講
習
修
了
証
」
を
発
行
い

た
し
ま
す
。

　
日
程
・
申
込
等
は
以
下
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

・
住
宅
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
工
技

　
術
者
講
習
会
　

・
愛
知
県
木
造
住
宅
生
産
体
制

　
強
化
地
域
協
議
会

h
ttp
://w

w
w
.ju
u
ta
k
u
-

           a
ic
h
i.jp
/

　
午
後
二
時
三
十
分
～
　

　
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田

■
備
考
　

　
・
受
講
料
は
無
料

　
・
講
習
時
間
は
一
時
間
程
度

　
・
講
師
は
国
土
交
通
省
職
員

■
申
込
・
問
合

　
℡
０
１
２
０
―
３
３
９
―
１
７
０

h
ttp
://ju

ta
k
u
-

           s
e
ts
u
m
e
ik
a
i.jp
/

事
業
者
向
け
講
習
会
開
催

消費税率引上げ

住
宅
関
連
税
制
・
す
ま
い
給
付
金



岡
崎
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
一
月
二
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
～
三
日
（
日
）

■
会
場
　
岡
崎
公
園

津
島
支
部
／
新
支
部
設
立
五
周
年
記
念
行
事

■
日
程
　
九
月
六
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　
八
日
（
日
）

■
行
先
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

小
牧
支
部
主
婦
の
会
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
九
月
八
日
（
日
）

■
会
場
　
小
牧
国
際
ボ
ウ
ル

緑
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
九
月
八
日
（
日
）

■
会
場
　
名
古
屋
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

南
支
部
主
婦
の
会
／
ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り

■
日
程
　
九
月
十
日
（
火
）

■
会
場
　
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

東
海
支
部
／
舘
山
寺
温
泉
メ
ロ
ン
狩
り

■
日
程
　
九
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
舘
山
寺
他

西
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
三
日
（
日
）

■
会
場
　
庄
内
緑
地
公
園

北
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場
　
北
区
役
所

中
村
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
六
日
（
土
）

■
会
場
　
中
村
公
園

緑
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
六
日
（
土
）

■
会
場
　
大
高
緑
地
公
園

津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー
（
弥
富
地
区
）

■
日
程
　
十
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
十
四
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

津
島
支
部
／
木
工
教
室

■
日
程
　
十
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
天
王
川
公
園

天
白
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
天
白
公
園

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

長
久
手
支
部
／
U
S
J

■
日
程
　
九
月
十
五
日
（
日
）

■
行
先
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

中
川
熱
田
支
部
／
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
・
中
華
街
の
旅

■
日
程
　
九
月
二
十
一
日
（
土
）

　
　
　
   　
～
二
十
二
日
（
日
）

■
行
先
　
浅
草
・
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
他

木
曽
川
支
部
／
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
日
程
　
九
月
二
十
二
日
（
日
）

■
行
先
　
滋
賀
県
ブ
ル
ー
メ
の
丘

港
支
部
／
栗
拾
い
と
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

■
日
程
　
九
月
二
十
二
日
（
日
）

■
行
先
　
ホ
テ
ル
木
曽
路

岡
崎
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
九
月
二
十
九
日
（
日
）

■
会
場
　
サ
ン
ボ
ウ
ル

豊
田
支
部
／
秋
の
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
九
月
二
十
九
日
（
日
）

■
行
先
　
山
梨
・
ハ
イ
ジ
の
村

中
支
部
／
熊
川
宿
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
日
程
　
九
月
二
十
九
日
（
日
）

■
行
先
　
福
井
県

尾
北
支
部
／
住
宅
デ
ー
（
家
具
転
倒
防
止
取
付
）

■
日
程
　
九
月
一
日
（
日
）

■
会
場
　
江
南
市
内

木
曽
川
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
九
月
十
四
日
（
土
）

■
会
場
　
木
曽
川
町
グ
ラ
ン
ド

守
山
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
九
月
二
十
九
日
（
日
）

■
会
場
　
三
菱
グ
ラ
ン
ド

一
宮
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
三
日
（
日
）

　
　
　
　
　
～
十
四
日
（
月
）

■
会
場
　
１
３
８
タ
ワ
ー

※
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

春
日
井
支
部
／
住
宅
デ
ー
（
春
日
井
ま
つ
り
）

■
日
程
　
十
月
十
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
～
二
十
日
（
日
）

■
会
場
　
春
日
井
市
役
所
周
辺

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

昭
和
支
部
主
婦
の
会
／
御
殿
場
高
原
ビ
ー
ル
バ
イ
キ
ン
グ
の
旅

■
日
程
　
十
月
六
日
（
日
）

■
行
先
　
御
殿
場
高
原

西
支
部
／
伊
勢
神
宮
遷
宮
参
拝
の
旅

■
日
程
　
十
月
二
十
日
（
日
）

■
行
先
　
伊
勢
神
宮

名
東
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
月
二
十
日
（
日
）

■
会
場
　
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル

守
山
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
一
月
三
日
（
日
）

■
会
場
　
東
名
ボ
ウ
ル

港
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
十
一
月
十
日
（
日
）

■
会
場
　
中
川
コ
ロ
ナ
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ウ
ル

南
支
部
／
 京
都
 紅
葉
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
十
日
（
日
）

■
行
先
　
京
都
大
原
三
千
院
他

海
部
支
部
／
健
康
づ
く
り
教
室
紅
葉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
日
程
　
十
一
月
十
七
日
（
日
）

■
行
先
　
赤
目
四
十
八
滝

お
寄
せ
く
だ
さ
い

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

組合まで

瑞
穂
支
部
主
婦
の
会
／
ヤ
マ
ザ
キ
　

　
マ
ザ
ッ
ク
美
術
館
鑑
賞
＆
ラ
ン
チ

■
日
時
　
九
月
二
十
日
（
金
）

　
・
午
前
十
一
時
十
五
分
、

　
　
地
下
鉄
「
新
栄
駅
」

　
　
　
一
番
出
口
方
面
　

　
　
　
　
改
札
口
へ
集
合

■
会
費
　
五
百
円

■
〆
切
　
九
月
十
日

■
申
込
・
問
合
　
富
江

　
℡
０
９
０
―
８
０
７
３
―
６
７
９
３

北
支
部
壮
年
部
／
結
成
式

■
日
時
　
十
月
二
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
正
午
～

■
会
場
　
魚
鉄

■
会
費
　
五
百
円
（

当
日
集
金
）

■
参
加
資
格

　
概
ね
四
十
歳
以
上
の

　
　
　
　
男
子
組
合
員

■
〆
切
　
十
月
十
日

■
備
考
　
参
加
希
望
者
は
、
胃

に
て
氏
名
・
住
所
・
携
帯
電

話
を
明
記
の
上
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
　
戸
田

　
胃
０
５
２
―
９
１
１
―
８
０
０
７
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諌
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閑

貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫貫

鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑

鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑
鑑

共済福祉部 ご案内

建設業退職金建設業退職金共共済済
老後の生活安定のため老後の生活安定のためにに

　全建愛知では、建設現場で働く一人親方さん
のために、中小企業退職金共済法に基づき国が
作った「建設業退職金共済制度」を取り扱って
おります。

【加入資格】
　建設業で働く一人親方さん（一人親方さんと
ともに技能取得中の見習いの方も含みます）な
ら、職種を問わず、月給・日給に関係なく組合
を通じて加入することができます。

【制度の３つの特徴】
①退職金は、「共済証紙」を購入し「共済手帳」
　へ貼付することで積み立てられます。組合が
　代わりに手続きし、手帳を管理します。
②新たに加入した方については、国が掛金の一
　部（初回交付の手帳50日分）を補助します。
③退職金は国で定められた基準により計算して
　確実に支払われます。手続きはとても簡単で
　す。

【掛金】
　掛金は、毎月組合費等と合わせて7,750円
（１日310円で25日分※就業日数に関わら
ず）を引落しします。

【退職金の受取り】
　建設業で従事しなくなり、貼られた証紙の合
　計が24ヵ月分（504日）以上あり、次の請
　求時由のいずれかにあてはまる場合に支給さ
　れます。
　・満55歳以上になったとき。
　・建設業以外の職に就いたとき、またケガや
　　病気のため廃業したとき。
　※死亡した時の遺族請求は証紙の合計が12
　　ヵ月分（252日）以上の貼付が必要になり
　　ます。
　ご自分の退職金を積み立て、老後の生活安定
　に役立ててみてはいかがでしょうか？

　お問合せは、共済福祉部／三好までお気軽に
　ご連絡ください。

　
世
界
の
読
み
書
き
の
で
き
な

い
人
々
が
、
学
ぶ
た
め
の
教
育

環
境
作
り
を
応
援
す
る
「
世
界

寺
子
屋
運
動
」
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
書
き

損
じ
た
ハ
ガ
キ
等
を
集
め
、
国

際
協
力
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
一
枚
で
も
多
く
の
書

き
損
じ
ハ
ガ
キ
を
組
合
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
回
収
　
年
間
通
じ
実
施
。
組

　
合
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
組
合
で
は
、
「
使
用
済
み
切

手
」
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
、
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
切
手
は
、
中
部
善
意
銀

行
へ
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
　

　
ぜ
ひ
、
組
合
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

■
回
収
　
年
間
通
じ
実
施
。
組

　
合
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

回
収
承
り
ま
す

使
用
済
み
切
手

組合まで

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

　毎年、大好評の「主婦の会日帰り見学会」を今年
も開催します。
　今年は、滋賀県近江八幡市「水郷めぐり」と彦根
市「国宝／彦根城」を見学します。
　「水郷めぐり」では和船に乗船し、都会の慌しさ
から離れ、穏やかに流れる水郷、風とヨシと水鳥な
ど自然に満ち溢れ、ゆっくりとした時の流れを感じ
ませんか。また、琵琶湖の東岸にある「国宝／彦根
城」は、井伊家の居住であった歴史のある名城を見
学します。
　お昼は、「近江牛」の豪華なお食事を中心に、郷
土料理の「赤こんにゃく」もご用意しています。
　とっても楽しい主婦の会日帰り見学会に、ぜひ皆
さん、ご参加ください。お待ちしています。

日時　平成25年10月18日（金）／雨天決行
　　　午前8時45分集合・午前９時出発
　　　午後６時帰着予定
集合　日本特殊陶業市民会館前（旧名古屋市民会館）
行先　市民会館→水郷めぐり（乗船）→あきんどの
　　　里（昼食）→彦根城（見学）→市民会館
募集期間　  ９月３日～27日（定員になり次第終了。キャ
　　　ンセル待ちは受付しません）
定員　80名
会費　１人／3,000円（当日、車内にて徴収）
参加資格　組合員とその家族（但し、女性のみ。また　
　　　乳児・幼児等はご遠慮ください）
申込　ＦＡＸ（支部名、組合員名、参加者名、〒、

住所、電話番号、携帯電話番号を明記）で受
付します。　

　　　締め切り後、10月初旬に参加者に受付確認ハ
　　　ガキ兼参加証を送付いたします。
問合　主婦の会担当／久田・三好までご連絡ください。
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主婦の会主催 参加者募集滋賀県近江八幡市

日帰り見学会開催
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楽
し
い
お
食
事

昨
年
の
研
修
会
の
様
子（
光
前
寺
）

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

碧
海
支
部
／
若
狭
か
に
 ふ
ぐ
料
理
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）

■
行
先
　
新
潟
・
北
陸
方
面

守
山
支
部
／
U
S
J
の
旅

■
日
程
　
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）

■
行
先
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
手
芸
・
ピ
エ
ロ
作
り

■
日
時
　
九
月
八
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
～
正
午
迄

■
会
場
　
一
宮
産
業
体
育
館

■
会
費
　
一
千
円
・
ラ
ン
チ
付

■
〆
切
　
九
月
五
日

■
申
込
・
問
合
　
山
﨑
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緑
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
木
曽
川
う
か
い
＆
昼
食
会

■
日
時
　
十
月
八
日
（
火
）

　
・
午
前
九
時
三
十
分
、

　
　
「

鳴
海
駅
改
札
前
」

へ
集
合

■
会
費
　
二
千
円

■
〆
切
　
九
月
十
日

■
申
込
・
問
合
　
杉
浦
　

　
℡
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０
５
6
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―
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2013年（平成25年）９月1日

◎
主
人
に
感
謝
！

　
こ
の
暑
い
中
、
現
場
も
そ
う

と
う
暑
い
と
思
い
ま
す
が
家
族

の
た
め
働
い
て
く
れ
て
い
る
主

人
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
【
中
村
区
／
鈴
木
文
恵
さ
ん
】

※
奥
様
の
思
い
嬉
し
い
で
す
ね
。
ご
主
人
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。

◎
涼
し
い
～
わ
～
！

　
先
日
、
郡
上
市
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
名
古
屋
と
は
十
度
近

く
差
が
あ
り
、
と
て
も
涼
し
い

一
時
で
し
た
。

【
熱
田
区
／
宮
林
あ
け
み
さ
ん
】

※
奥
美
濃
は
過
ご
し
や
す
い
で
す
ね
。
美
し
い
川
も
あ
り
。

◎
ど
う
な
っ
て
ん
だ
～
土
砂
降
り
！

　
最
近
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
す
ご

い
。
先
月
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の

最
中
に
も
ゲ
リ
ラ
雷
雨
が
降
っ

て
き
て
、
中
止
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
た
の
で
、
残
念
で
す
。

今
月
は
海
に
行
く
予
定
な
の
で

晴
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
ま
す
。

　
　
【
北
区
／
中
倉
理
恵
さ
ん
】

※
突
然
や
っ
て
く
る
の
で
十
分
な
避
難
を
心
掛
け
て
。

◎
頑
張
れ
、
息
子
よ
！

　
末
っ
子
も
小
六
、
夏
休
み
の

宿
題
に
四
苦
八
苦
で
す
。
最
近

は
夏
休
み
の
後
半
の
出
校
日
に

提
出
で
、
し
か
も
今
年
は
二
十

一
日
と
早
目
。
休
み
中
に
色
々

開
催
さ
れ
て
い
る
「
親
子
夏
休

み
…
」
と
い
う
企
画
に
い
く
つ

か
参
加
し
な
が
ら
宿
題
を
急
が

せ
て
い
ま
す
。

　
【
豊
田
市
／
内
山
昌
子
さ
ん
】

※
二
十
日
ま
で
に
頑
張
っ
て
。

◎
仲
良
し
三
姉
妹
！

　
先
月
、
久
し
ぶ
り
に
姉
妹
（
三

人
）
そ
ろ
っ
て
、
実
家
の
あ
る

石
川
県
に
お
墓
参
り
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
名
古
屋
も
暑
い
け

れ
ど
、
石
川
県
も
と
っ
て
も
暑

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
お
ま
け

に
梅
雨
明
け
が
し
て
な
い
た

め
、
よ
く
雨
が
降
り
大
変
で
し

た
。
で
も
、
何
年
越
し
か
の
夢

が
叶
い
、
つ
の
る
話
が
沢
山
あ

り
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

姉
妹
は
、
や
っ
ぱ
り
い
い
で
す

ね
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
。

　
【
一
宮
市
／
中
島
明
子
さ
ん
】

※
賑
や
か
な
姉
妹
に
ご
先
祖
様
も
喜
ん
で
ま
す
ね
。

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
二
十
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
た
て
続
け

　
に
放
た
れ
た
毒

⑥
…
…
損
の
く
た
び
れ
も
う
け

⑧
こ
の
夏
ひ
ん
発
、
…
…
豪
雨

⑨
言
論
の
…
…
圧
は
許
せ
な
い

⑩
荷
物
を
運
ぶ
鉄
道
の
車
両

⑪
思
い
の
ま
ま
に
つ
づ
る
…
…
筆

⑬
力
士
が
結
う
…
…
ま
げ

⑭
女
性
に
聞
く
の
は
失
礼
で
す

【
編
集
後
記
】
二
頁
組
織

拡
大
行
動
の
特
集
と
し
て

戸
ヶ
里
支
部
長
か
ら
と
て

も
良
い
お
話
が
聞
け
ま
し

た
。
取
材
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
に
ん
じ
ん
】
夏
季
休
暇
、

嬉
し
い
。
俊
介
・
優
希
・

さ
く
ら
と
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ

う
。
海
・
川
・
山
・
郡
上

八
幡
徹
夜
踊
り
。
出
費
が

重
な
る
～
。
パ
パ
の
お
小

遣
い
痛
い
な
～
。
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○さ 

◎
お
父
さ
ん
、
あ
り
が
と
！

　
今
年
の
夏
は
、
中
学
・
高
校

時
代
の
友
人
三
人
で
、
海
外
旅

行
に
出
掛
け
ま
す
。
主
人
に
は
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
不
自
由
を
さ
せ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
出
さ
せ
て
く

れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
ま
す
。

【
中
川
区
／
鬼
頭
美
由
紀
さ
ん
】

※
楽
し
み
で
す
ね
～
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。

◎
当
り
ま
す
よ
う
に
～
！

　
も
う
す
ぐ
「
宝
く
じ
」
の
発

表
で
す
。
ウ
フ
ウ
フ
ウ
フ
ッ
ク

ッ
ク
ッ
～
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
ク
ジ

の
お
じ
さ
ん
で
す
。

　
　
【
瑞
穂
区
／
布
目
清
さ
ん
】

※
当
る
と
い
い
で
す
ね
～
ホ
ン
ト
に
。

◎
野
菜
大
好
き
に
な
り
た
い
～
な
！

　
主
人
が
家
庭
菜
園
を
始
め
ま

し
た
。
水
や
り
は
、
子
供
達
の

仕
事
で
す
。
野
菜
嫌
い
の
子
供

達
は
、
自
分
が
育
て
た
野
菜
は

食
べ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
で
野
菜
嫌
い
が
克
服

で
き
る
と
い
い
な
。

　
【
小
牧
市
／
水
谷
典
子
さ
ん
】

※
自
分
が
育
て
る
と
食
べ
れ
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
ね
。

◎
今
年
は
豊
作
だ
ぁ
～
！

　
家
庭
菜
園
の
ト
マ
ト
・
ゴ
ー

ヤ
・
き
ゅ
う
り
が
豊
作
で
、
買

う
こ
と
も
な
く
、
ご
近
所
さ
ん

に
配
っ
て
い
ま
す
。

　
【
豊
橋
市
／
村
松
富
江
さ
ん
】

※
嬉
し
い
で
す
ね
。
食
卓
も
賑
や
か
で
す
ね
。

◎
安
全
第
一
！

　
「
安
全
標
語
」
に
応
募
す
る

度
、
職
場
の
安
全
意
識
が
自
分

の
中
で
高
ま
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
そ
の
上
、
図
書
券
が
も

ら
え
て
い
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
【
愛
西
市
／
大
原
四
朗
さ
ん
】

※
嬉
し
い
で
す
。
取
り
組
み
の
成
果
が
あ
り
ま
す
。

◎
レ
ン
コ
ン
と
言
え
ば
蓮
の
花
！

　
七
月
十
四
日
、
愛
西
市
森
川

新
田
に
、
蓮
の
花
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
人
出
が

凄
か
っ
た
で
す
。
花
が
と
て
も

綺
麗
で
し
た
。
商
工
会
の
人
が
、

蓮
の
実
を
く
だ
さ
っ
た
の
で
食

べ
て
み
ま
し
た
。
珍
し
い
味
が

し
ま
し
た
。
仏
様
に
な
っ
た
よ

う
な
気
分
で
し
た
。

　
　
【
岩
倉
市
／
所
宣
孝
さ
ん
】

※
ピ
ン
ク
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
素
敵
で
す
ね
。

◎
汚
文
字
か
ら
卒
業
！

　
T
V
で
美
文
字
の
番
組
を
見

て
、
最
近
字
を
書
く
こ
と
が
少

な
く
な
っ
た
。
自
分
の
書
き
順

の
間
違
い
や
汚
さ
を
痛
感
し
、

少
し
づ
つ
楽
し
ん
で
書
き
取
り

を
始
め
ま
し
た
。

　
【
武
豊
町
／
青
山
秀
子
さ
ん
】

※
美
文
字
に
な
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
。

◎
ス
ム
ー
ズ
に
健
診
で
き
た
！

　
七
月
十
九
日
、
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
た
。
バ
ス
の
健
診
に

比
べ
、
早
く
終
わ
り
ま
し
た
。

一
時
間
弱
で
済
み
楽
で
し
た
。

今
年
も
特
に
問
題
が
な
く
、
ホ

ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
に

な
っ
て
き
て
ま
す
の
で
、
体
に

気
を
付
け
て
過
ご
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
【
一
宮
市
／
水
谷
義
男
さ
ん
】

※
皆
さ
ん
も
年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

⑱
秋
に
入
り
た
て
の
こ
ろ

⑳
「
海
女
」
の
読
み
方

嬰
そ
の
場
で
足
を
止
め
て
お
し
ゃ
べ
り

影
振
り
子
は
…
…
的
に
運
動
し
ま
す

①
手
紙
の
あ
て
名
に
つ
け
る
敬
称

②
夏
目
漱
石
の
代
表
作
の
一
つ

③
だ
ら
し
が
な
い
…
…
な
生
活

　
は
す
る
な
よ

④
世
界
の
…
…
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

⑤
王
様
の
息
子

⑦
徳
川
じ
ゃ
な
い
、
豊
臣
で
も
な
い

⑧
こ
の
不
況
下
、
な
か
な
か
見

　
つ
か
ら
な
い

⑩
負
け
る
が
…
…
と
い
う
こ
と
も
あ
る

⑫
納
豆
が
引
く
の
は
？

⑮
糸
で
縫
わ
れ
た
模
様

⑰
今
期
は
黒
字
。
大
き
な
…
…

　
が
上
が
る
見
込
み

⑱
天
然
記
念
物
で
大
型
の
…
…
犬

⑲
成
田
空
港
の
あ
る
県

⑳
夏
場
は
、
食
材
の
…
…
が
早
い

■
応
募
方
法
　

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

九
月
六
日
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
胃

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
シ
ュ
ク
ダ
イ

■
当
選
者

　
小
川
逸
子
さ
ん
他
十
九
名

■
十
月
号
の
原
稿
締
切

　
九
月
四
日
（
水
）

【【
ヨ
コ
の
カ

ヨ
コ
の
カ
ギギ
】】

【【
タ
テ
の
カ

タ
テ
の
カ
ギギ
】】
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■日時　平成25年９月７日（土）／
　　　　午前10時～正午まで
■場所　全建愛知会館　２階講習室
■会費　無料（軽食・資料付）
■定員　50名（定員満了次第〆切）
■その他　講習会終了後、昼食を用意しま
　　　    す。
■申込・問合　共済福祉部の三好までご連絡
　　　　ください。

共済福祉部 ご案内

「家庭の防災対策等」勉強会開催
― 参加者募集中 ―

　毎年、大好
評の共済福祉
部主催の勉強
会が今年も開
催されます。
　今年の勉強
会は、愛知県

防災局の方を講師に迎え、「家庭の防災
対策等」の勉強会を行います。
　地震・津波・土砂災害・洪水・台風
など、いつやってくるかわからない災
害に対して知識を深め、家庭でできる
防災対策を考える機会になればと思い
ます。また、全建愛知で取り扱ってい
る、「年金共済まごころ」「国民年金基
金」の制度内容の説明も行います。
　大切なご家庭を守ることにとても役
立つ勉強会に是非ご参加ください。

昨
年
の
勉
強
会
の
様
子
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（ろうきん）ATM及び（ろうきん）カード 一時休止
　ろうきんでは、皆さまへのサービス・
利便性向上を目指し、2014年1月5日
に新しいオンラインシステムへ移行予
定しています。
　よって、下記日程でオンラインサー
ビスを休止いたします。
　よろしくお願い申し上げます。

オンラインサービスの休止日

・2013年9月14日（土）

※年末年始にも休止を予定しています。
※上記の休止日は、他の金融機関・コンビニ等を含め
　全てのATMでろうきんカードが利用できません。
※「お引出し」「お預入れ」等は、お早めにお願いいたします。

ご案内


